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きらめき創造　大洲市　
―みとめあい　ささえあう　肱川流域都市―

新春を祝う伝統の泳ぎ
～大洲市寒中水泳大会～



　

私
が
昨
年
の
４
月
に
大
洲
高

等
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
、
も

う
す
ぐ
１
年
が
経
ち
ま
す
。
学

校
に
は
中
庭
が
あ
り
、
私
の
班

が
毎
日
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
花
の

植
え
替
え
を
し
た
場
所
な
の

で
、
中
庭
に
は
愛
着
が
あ
り
と

て
も
癒
や
さ
れ
る
場
所
で
す
。

　

私
は
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き

な
の
で
、
美
術
部
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
絵
画
の
作
品
集
を
見

た
り
、
休
み
の
日
に
は
美
術
館

に
絵
を
観
に
行
く
な
ど
し
て
、

日
ご
ろ
か
ら
絵
に
親
し
ん
で
い

ま
す
。
私
が
尊
敬
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
「
芸
術
に
区
別
は
な

い
」
と
い
う
言
葉
に
刺
激
を
受

け
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
豊
か

な
感
性
で
い
ろ
い
ろ
な
絵
を
描

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
心
理
テ
ス
ト
に
興
味

が
あ
り
、
卒
業
後
は
心
理
学
を

学
べ
る
大
学
へ
の
進
学
を
希
望

し
て
い
ま
す
。そ
し
て
将
来
は
、

そ
れ
を
生
か
し
た
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
な
ど
の
職
業
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今月の題字作成者
大洲北中学校 3年（現：大洲高等学校 1年）

　𦚰　坂　はづき　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

２ ページ�� がんばる大洲っ子・今月の表紙

3ページ～�� �（特集）他人ごとから自分ごとへ

10ページ～�� シリーズ

1２ページ～� おおずニュース

15ページ～� おしらせ

２5ページ～�� 図書館・保健センター・

�� � 心と体の健康ガイド

２8ページ�� がんばるひと

　　　　　　　（ちびっこ和太鼓サークル和奏）

税　　　別 2月 3月 4月 5月

市 県 民 税 5期

固 定 資 産 税 1期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 8期 9期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

2 月の納税など　納期限は 2月28日㈫です。

人の動き（先月比）

人口　　　44,872人　（－ 43 ）
　男　　21,449人　（－ 13 ）
　女　　23,423人　（－ 30 ）
世帯数　20,156世帯（－ 12 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　145件（ 171 件）
　死者　　　2人（     2 人） 
　負傷者　184人（ 223 人）

（2016年12月末現在）

　真冬の空の下、新春
恒例の「第63回大洲市
寒中水泳大会」が、 1
月 9 日㈪の成人の日に
開催されました。
　朝から降っていた雨
は上がり、 4歳から76
歳までの参加者86人
が、水温 8度の肱川で
初泳ぎをしました。ま
た、主

しゅ

馬
め

神伝流の古式
泳法のほか、松山大学
と愛媛大学の水泳部に
よる水書や日傘の演武
が披露されました。
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（特集）

他人ごとから自分ごとへ
―高齢者の自動車運転と支えあう地域の取り組み－

　大洲警察署管内（大洲市・内子町）では、平成２8年中に発生した交通事故のうち、65歳以上が関与
するものが約55％を占め、愛媛県内平均の約４1％と比べ、高くなっています。
　市町村合併で新市が誕生した平成17年には、高齢化率はすでに２8％を超え、平成２8年1２月末現在で
33.7％となっている大洲市は、超高齢社会※に突入して久しくなります。平均寿命が伸び、健康な65歳
以上の人も当然多くなっていますが、今後さらなる高齢化社会を迎えるにあたり、高齢者ドライバー
の問題は避けて通れないものとなることが予想されます。
　今月号では、高齢者が関与した交通事故の現状のほか、車を運転することが困難な地域住民を支え
る自治会の取り組みについて紹介します。

※超高齢社会：一般的には、高齢化率（65歳以上の人口が総人口に占める割合）が２1％を越えた状態を指す。
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大
洲
警
察
署
管
内
に
お
け
る
高
齢
者
事
故
の
特
徴

　

高
齢
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
65
歳

以
上
の
運
転
免
許
保
有
者
が
増
え
続
け

る
な
か
、
近
年
、
全
国
的
に
高
齢
者
に

よ
る
交
通
事
故
が
大
き
く
報
道
さ
れ
、

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
問
題
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

大
洲
警
察
署
管
内
（
大
洲
市
・
内
子

町
）
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、
全

国
的
な
傾
向
と
同
じ
で
、
死
傷
者
数
と

と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
全
体
に
占
め
る
高
齢
者
の
事
故
割

合
は
年
を
追
う
ご
と
に
上
昇
し
、
高
齢

者
の
人
身
事
故
割
合
は
平
成
28
年
中
、

愛
媛
県
の
平
均
を
大
き
く
上
回
る
54
・

７
％
（
表
１
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
洲
警
察
署
交
通
課
に
よ
る
と
、
高

齢
者
事
故
の
発
生
時
間
帯
は
、
昼
間
が

全
体
の
約
９
割
を
占
め
、
特
に
午
前
10

時
か
ら
正
午
の
間
に
多
発
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
交
差
点
お
よ
び

交
差
点
付
近
で
全
体
の
約
半
数
の
事
故

が
発
生
し
、
事
故
の
原
因
は
安
全
確
認

不
十
分
に
よ
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歩
行
者
・
自
転
車
事
故
を
含
む
人
身

事
故
形
態
で
は
、
出
合
頭
、
追
突
、
後

退
時
な
ど
の
順
に
多
く
（
表
２
）、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
無
い
道
で
の
転
落
や
歩

道
乗
り
上
げ
な
ど
の
単
独
事
故
、
信
号

の
無
い
直
線
道
路
で
の
正
面
衝
突
が
多

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
が
関
与
す
る
交
通
事
故
の
う
ち
、

第
一
当
事
者
（
お
お
む
ね
責
任
が
大
き

い
も
の
）
が
高
齢
者
で
あ
る
割
合
は
約

８
割
と
、非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

面
積
の
７
割
を
森
林
が
占
め
、
山
間

部
が
多
い
大
洲
市
で
の
日
常
生
活
に
お

い
て
は
、
車
が
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
関
係
す

る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
必
要
な

方
策
を
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
こ
と

や
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
な
ど

の
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

表 1　交通事故概況（平成２8年中）

件数 死者数 傷者数
前年比 前年比 前年比

県　　　内 ４,４97 －589 77 －1 5,316 －6４6

うち高齢者 1,8４9 －２55 5４ －1 ２,09２ －306

高齢者比率 ４1.1% 70.1% 39.４%

大洲警察署 19２ －４9 3 －２ ２４４ －6４

うち高齢者 105 －7 ２ －3 1２４ －２４

高齢者比率 5４.7% 66.7% 50.8%

表 ２ 　高齢者事故の主な形態（平成２8年中・大洲署管内主要 5項目）

出合頭 追　突 後　退
接触など 単　独 正面衝突

県　　　内
件数 396 355 1４6 71 60

割合 ２1.４% 19.２% 7.9% 3.8% 3.２%

大洲警察署
件数 19 18 18 1２ 8

割合 18.1% 17.1% 17.1% 11.４% 7.6%
※表 1・ ２ともに歩行中の事故・自転車事故を含む人身事故数
※高齢者は65歳以上を計上

高齢者による交通事故（歩道乗り上げ）
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運転免許自主返納支援制度
　市内では、自主返納支援事業所において、免許
自主返納者に対するさまざまな特典（預金利息割
り増し、商品購入割引、サービスポイント優遇な
ど）による支援を実施しています。
　また、 1月からは大洲交通安全協会会員を対象
に、運転経歴証明書の発行手数料を半額補助する
制度が始まっています。

運転経歴証明書
　「免許を返納してしまうと、免許証に代わる証
明書がなくなる」という人のために、公的機関な
どで生涯使うことができる写真付き身分証明書が
運転経歴証明書です。
　自主返納と同時に申請ができるほか、自主返納
後も 5年以内であれば、申請することができます
（申請には手数料が必要）。

特典を受けるために必要なものは、事
業所により異なる

運転免許証と同じ大きさのカード

大洲警察署　交通課

前田　俊
とし

樹
き

 課長

「免許返納は一つの選択肢」
　大洲警察署管内における高齢者事故の特徴としては、
被害者よりも、加害者になってしまうケースが圧倒的
に多いということです。加齢による身体能力の衰えは、
「危ない」と思ってからの反応速度の遅れや、顔を動か
さない目線だけの安全確認などに表れてしまいます。

　運転免許の自主返納制度は以前からありましたが、
ここ最近の高齢者事故報道などにより、本人とそのご
家族からの相談が増えてきています。免許返納は高齢
者事故を防ぐ手段の一つではありますが、車での移動
が極めて多い状況にある大洲市では、地理的な要因を
はじめ、さまざまな問題が背景にあり、公共交通の整
備や家族の十分なサポートがなければ「今すぐ免許返
納」ということにはならないと思います。

　警察としても、取り締まり、広報活動、交通安全教
育などを長年続けてきましたが、高齢者が関わる事故
が一気に減るような特効薬はないと感じています。今
後も全体に占める高齢者の事故割合が高い傾向は続く
と思われますので、長いスパンで見ながら、自主返納
制度に対する支援を広げていくと同時に、地域に積極
的に出向いて講習を行うなど、交通安全教育の裾野を
広げていきたいです。
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免許返納は、もう少し先－

「運転技術の衰えを
自覚すること」

河野　美
よし

治
はる

 さん（肱川町山鳥坂）

　

老
人
ク
ラ
ブ
や
文
化
協
会
、
自
治
会

で
の
活
動
な
ど
、
毎
日
精
力
的
に
動
い

て
い
る
美
治
さ
ん
。
日
々
の
生
活
に
車

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
ク
ラ
ブ
活
動
で
書
道
や
吟
詠
の
指

導
を
す
る
時
は
、
夜
間
に
河
辺
町
ま
で

行
く
。
妻
は
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
な

い
の
で
、
松
山
市
の
病
院
ま
で
連
れ
て

行
く
こ
と
も
あ
る
。
車
が
な
い
と
成
り

立
た
な
い
」
と
話
す
美
治
さ
ん
は
、
85

歳
を
迎
え
、
免
許
更
新
時
の
講
習
で
教

官
に
指
導
さ
れ
た
こ
と
を
、
忠
実
に
守

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
両
側
を
見
る

力
が
落
ち
る
。
左
右
確
認
は
特
に
念
入

り
に
し
て
い
る
」
と
、
普
段
か
ら
運
転

車
の
運
転
は
、
ほ
ぼ
毎
日

に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　

長
年
、
助
手
席
で
美
治
さ
ん
の
運
転

を
見
て
き
た
妻
の
幸ゆ
き

子こ

さ
ん
は
「
今
の

と
こ
ろ
運
転
に
不
安
は
な
い
が
、
将
来

免
許
を
返
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
生
活
す

る
う
え
で
困
る
こ
と
が
多
く
な
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

病
気
や
け
が
を
す
る
と
車
の
運
転
が

難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ど
う
し
て
も

家
か
ら
出
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
美
治
さ
ん
は
常
に
自
分
も
健
康
に

気
を
付
け
、「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で

声
を
掛
け
合
っ
て
い
る
と
、
普
段
と
違

う
様
子
は
す
ぐ
分
か
る
。
病
気
や
認
知

症
が
疑
わ
れ
る
知
人
に
は
、
運
転
に
気

を
つ
け
る
よ
う
に
助
言
し
て
い
る
」と
、

周
り
に
も
積
極
的
に
声
を
掛
け
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

最
近
、
周
り
の
友
人
た
ち
の
な
か
に

「
免
許
返
納
を
考
え
て
い
る
」
と
い
う

人
が
増
え
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
少
し
無
茶
な
話
か
も
し
れ
な
い
が
、

市
の
中
心
部
や
幹
線
道
路
で
の
運
転
が

難
し
く
な
っ
た
人
で
も
、『
こ
の
範
囲

内
な
ら
運
転
し
て
よ
い
』
と
い
う
エ
リ

ア
が
一
部
で
も
設
定
さ
れ
た
ら
、
と
思

う
こ
と
が
あ
る
」「
夫
は
若
い
人
に
は

ま
だ
ま
だ
負
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
か

も
。
先
日
も
、
東
京
ま
で
な
ら
運
転
で

き
る
と
笑
っ
て
話
し
た
と
こ
ろ
」
と
、

二
人
は
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

健
康
で
あ
り
続
け
た
い

「今の生活に車は欠かせない」と美治さん

特にこの10年は運転に注意しているという
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運転をやめるという決断－

「夫のサポートが
あればこそ」

濱田恵
え り こ

利子 さん（大洲）

思
い
切
っ
て
返
納

夫
婦
で
支
え
あ
い
な
が
ら

「夫の運転に任せています」と恵利子さん

自分のペースで運転するという稔さん

　
「
自
損
事
故
な
ら
ま
だ
し
も
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
た
」
と
話
す
恵
利
子
さ

ん
は
、
後
期
高
齢
者
と
な
る
75
歳
を
迎

え
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
昨
年
運
転

免
許
を
返
納
し
ま
し
た
。

　
「
同
世
代
の
知
り
合
い
の
な
か
で
は
、

免
許
返
納
を
し
た
と
い
う
の
は
聞
い
た

こ
と
が
無
い
。
私
自
身
、
こ
れ
ま
で
に

事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
は
な
く
、
今
で

も
運
転
し
よ
う
と
す
れ
ば
で
き
る
と
思

う
が
、
２
台
あ
っ
た
車
も
１
台
で
済
む

し
、
夫
の
運
転
が
あ
れ
ば
事
足
り
る
と

思
っ
た
」
と
恵
利
子
さ
ん
。
返
納
後
の

身
分
証
明
書
と
し
て
、
運
転
経
歴
証
明

書
も
申
請
し
た
そ
う
で
す
。

　

73
歳
の
夫
・
稔み
の
る

さ
ん
は
「
今
の
と
こ

ろ
は
自
分
が
運
転
す
る
こ
と
に
不
安
は

な
く
、
妻
の
免
許
返
納
は
特
に
反
対
で

は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
80
歳
を
過
ぎ
れ

ば
、そ
の
時
の
健
康
状
態
に
も
よ
る
が
、

私
の
運
転
も
考
え
な
け
れ
ば
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

よ
く
車
で
旅
行
に
出
掛
け
る
と
い
う

濱
田
さ
ん
夫
妻
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え

１
時
間
お
き
に
必
ず
休
憩
し
て
、
ド
ラ

イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
稔

さ
ん
は
「
運
転
歴
は
50
年
に
な
り
、
高

齢
者
教
習
で
は
特
に
指
導
は
な
か
っ
た

が
、
運
転
に
注
意
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な

い
。
決
し
て
無
理
は
し
な
い
こ
と
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

料
理
店
を
営
む
濱
田
さ
ん
は
、
お
客

さ
ん
の
年
齢
が
比
較
的
高
い
こ
と
か

ら
、
車
で
来
る
高
齢
者
に
不
安
を
感
じ

る
こ
と
が
多
い
と
い
い
ま
す
。

　
「
お
帰
り
の
際
は
、
い
つ
も
見
送
り

を
し
て
い
る
。
余
計
な
お
世
話
か
も
し

れ
な
い
が
、
な
か
に
は
運
転
が
心
配
な

人
も
い
て
、
帰
宅
し
た
ら
必
ず
電
話
を

く
だ
さ
い
と
、
声
を
掛
け
る
こ
と
も
あ

る
。
幸
い
、
私
は
夫
に
買
い
物
も
任
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
今
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
免
許
返
納
し
て
よ
か
っ
た
と
思

う
」
と
、
恵
利
子
さ
ん
は
夫
の
サ
ポ
ー

ト
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。
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地
域
で
支
え
、
足
と
な
る
　
―
豊
茂
自
治
会
の
取
り
組
み
―

　

約
２
０
０
世
帯
、
人
口
４
０
０
人
あ

ま
り
の
豊
茂
地
区
。
個
人
経
営
の
食
料

品
店
が
撤
退
し
た
平
成
23
年
、
自
治
会

が
運
営
す
る
「
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
豊
茂
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
地
元
住
民
に
よ
る

店
舗
運
営
に
加
え
て
、
自
治
会
が
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
「
移
動
販
売
」
で
す
。

　

週
に
２
回
、
午
前
と
午
後
に
分
け
て

合
計
約
60
軒
を
回
る
移
動
販
売
は
、
買

い
物
が
困
難
な
高
齢
者
に
と
っ
て
、
生

活
を
守
る
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
買
い
物
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

で
、見
回
り
機
能
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

山本　忠
ただ

久
ひさ

 さん・八
や え こ

重子 さん

「ええこと、本当に助かる」
　豊茂地区を通る県道から山道に入り、15分ほど
進むと、谷を望む山の中腹に山本さんのお宅が見
えます。車のスピーカーから音楽が聞こえたら、
移動販売の合図です。ドライバーが玄関先から声
を掛け、在宅かどうかを確認します。

　一昨年まで車の運転をしていたという88歳の忠
久さん。息子さんたちの勧めもあり、免許を返納
しました。「年齢もあり、危ないと思った」と話
す忠久さんは、「今は運転してもらって外出する
のも通院のときぐらい。移動販売が来るたびに利
用している。本当にありがたいこと」と笑顔で話
していました。

　八重子さんは「娘たちが食事などを持ってきて
くれるので助かっている。移動販売では食料品を
買うことが多いが、日用品もそろっているし、今
後もぜひ続けてほしい」と周囲の支えに感謝して
いました。
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「自分のこととして」
　平成２5年 7 月から移動販売をスタ
ートさせ、有志の地域住民がスタッ
フとなっています。課題や問題はさ
まざまですが、地域のみなさんの理
解と協力をいただきながら運営して
います。

　豊茂地区の独居高齢者の多くは女
性です。もともと運転免許を持って
いない人も多く、移動販売は大変喜
ばれます。「よく来てくれた」「音楽
が聞こえるのが楽しみ」との声があ
り、いつもの時間になると、外に出
て待っていただいていることもあり
ます。また、販売だけでなく、高齢
者の安否確認や、手を握って会話を
するなどのコミュニケーションも兼
ねています。

　免許を持っていない、または返納
した人にとって、周囲のサポートが
不可欠だと思いますが、私たちも「他
人ごとでない」という危機感を持っ

て取り組んでいます。支える側の私たちも高齢となり、「夜間の運転が怖く
なってきた」と話すスタッフもいます。「将来は自分たちが支えられる番に
なる」とよく話していますが、次世代の育成にも力を入れながら、無理の
ない範囲でこのサービスを続けていければと思います。

豊茂自治会　会長

藤淵　良
よし

子
こ

 さん

課題を話し合うスタッフ

食料品や日用品、総菜などがそろう

　

今
後
も
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
や

む
を
得
ず
車
を
運
転
す
る
高
齢
者
が
ま

す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

高
齢
者
が
関
わ
る
交
通
事
故
が
大
幅
に

減
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
許
返
納
な
ど
に

よ
り
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
高
齢

者
が
、
外
出
す
る
機
会
が
な
く
な
り
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
と
い
う
問

題
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
公
共
交
通
対
策
を
主
要
課

題
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
平
成
29

年
度
に
策
定
を
予
定
し
て
い
る
「
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
に
お
い
て
、

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
家
用

車
に
依
存
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
か
ら
す

ぐ
に
転
換
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

今
回
お
話
を
伺
っ
た
み
な
さ
ん
の
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
健
康
状
態
や
家
庭
の

事
情
が
異
な
る
た
め
、
一
律
の
解
決
策

は
見
出
し
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
公

共
交
通
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
を

は
じ
め
と
し
た
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
の
充

実
な
ど
、
安
心
し
て
車
を
手
放
せ
る
よ

う
な
環
境
整
備
と
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ

ー
の
問
題
を
い
か
に
「
自
分
の
こ
と
」

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
か
が
重
要
だ
と
い

え
ま
す
。

周
り
の
支
え
と
当
事
者
意
識
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